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「主体的・対話的で深い学び」を保障する授業の具現化 (2 年次) 

～「学びの文脈」に基づいた各教科等の単元のデザイン ～ 

 

1. 主題設定の理由 

 

 

 

 

 本校は，道南地域における「教育シンクタンク」としての役割を果たすことを経営理念の一つとして

掲げています。これまでもそれぞれの時代に求められる，教育の在り方に関する先進的で挑戦的な研究

に取り組んできました。新学習指導要領（平成 29 年度告示）が示され，全面実施までの過渡期となる

今，研究内容を積極的に発信することで，その役割を果たしていきたいと考えています。 

 

2. 研究の経緯 

(1) これまでの本校の取組 

平成 25 年度から始まった本校のアクティブ・ラーニング（以下 AL）の研究（図 1）は， 「初等教

育におけるアクティブ・ラーニングの実践」と題し，その構成要素として「自主的・主体的な学び」

「協同的な学び」「課題解決型の学び」があり，これらの学びを通して各教科等の目標を達成しようと

考えたところがスタートでした。 

 

 

  

その後，各教科等で育成を目指す資質・能力にはどのようなものがあるのか，育成のためにはどんな

手立てが必要になるのか（支援），それらをどんな規準で見取っていくか（評価），等について研究を進

め現在に至ります。 

 研究を進める中で，子供の資質・能力の育成を目指すには，より子供が主体的・対話的になる「学び

の文脈」（以降（3）で詳しく）が重要であることがわかってきました。そして「学びの文脈」の中で，

学びの必要感や必然性を子供自身が感じることにより，「深い学び」が促されることがわかりました。 

新学習指導要領の趣旨を実現する授業を具現化し，その
実践を広く活用できるものとして発信する。 

図 1 平成 25 年度からの本校の研究 



 

 

(2) 「主体的・対話的で深い学び」とは 

AL についての研究が全国で始まったころ，AL の定義の基本となったのは「主体的・協働的な学

び」というフレーズでした。研究授業では，子供の主体性と協働性を育むために，どのような学習活

動を展開すればよいか，あるいは学習過程にどのような工夫を凝らしたらよいのかが重視されまし

た。 

  その後，AL の定義の一つに「深い学び」が加わりました。「深い学び」は，各教科等の特質に応じ

て表れると考えます。このことは「AL の視点による授業改善は，各教科等の目標の達成のため」と

いう AL の目的に立ち返るきっかけになったと言えるでしょう。 

  そして，「深い学び」は，①「主体的・対話的な学び」を通して，②「見方・考え方」を働かせる

ことにより行われるものだと考えます。さらに，子供が主体的・対話的な学びをすることにより，各

教科等の「見方・考え方」が鍛えられていきます。その結果として新たな資質・能力を獲得し，それ

を基に，また「見方・考え方」が鍛えられていくというサイクルを経て，「深い学び」は行われてい

くのです（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

北海道教育大学附属函館小学校が考える「深い学び」とは 

主体的・対話的な学びを通して，各教科等における「見方・考え方」

を鍛えるとともに，資質・能力を獲得しながら，本時（単元）の目

標の達成に向かっている学び。 

図 2 「主体的・対話的で深い学び」のサイクル 



 

 

 

(3) 「学びの文脈」と「単元のデザイン」 

 ① 「学びの文脈」とは 

  先述の通り，資質・能力の育成を目指すには，学びの必然性を子供自身が感じ，子供の興味・関心

を高め，つなげる学習活動を展開するための「学びの文脈」が重要であることがわかってきました。 

  また，授業を展開する上では，各教科等の目標に基づいた単元や本時の目標を達成することが重要

です。活動ありきの授業ではなく，教師の適切な支援に基づいた，単元や授業のねらいが確実に達成

される授業を構成していくことが大切です。 

  その両方を達成するために，これまで本校では育成を目指す資質・能力を子供と共有することの実践

がなされました。単元や授業の導入に，子供の興味・関心と教師のねらいを共有することにより，学び

の期待や価値が高まり，子供がより深く学ぶ姿が見られるようになりました。 

  また，単元の途中においても，子供の興味・関心の変化や実態を見取ることにより，単元の目標を大

きく変えることなく，一単位時間の授業の目標について，難度の高低や幅広さなどを調整することもあ

ります。「学びの文脈」は，子供がその（単元の）学びにおいて，どのような思いをもちながら問題を

解決していくのかという，「子供が問題解決するストーリー」を教師が整理したものであると言えます。 

 

 

 

 

② 「単元のデザイン」について 

  「授業改善」と聞いた時に，一単位時間の授業改善をイメージする方も多くいると考えられます。

例えば，子供の興味をひきつける問題を吟味し，交流の仕方に工夫をし，全体交流での指名の仕方を

どうするのかといったものです。これらを，一つの授業の閉じられた中で改善を目指すものと考えら

れているならば，まずはその考え方を転換していく必要がありそうです。 

新学習指導要領では，次のように書かれています。 

 

 

 

 

 

 

  つまり，資質・能力を育むための授業改善は，局地的に一単位時間の授業を改善することではなく，

今まで以上に大局的（俯瞰的）な視点をもって挑むべき課題であるということです。 

 

 

 

 

 

学習の基盤となる資質・能力や現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力の育成のために

は，～（中略）～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を，単元や

題材など内容や時間のまとまりを見通して行うことが求められる。 

出典：小学校学習指導要領解説総則編 p5 

「学びの文脈」とは  （資質・能力の育成を目指して，教師が整理した） 

「子供が問題解決するストーリー」である。 



 

 

3. 今年度の研究 

(1) 「単元のデザイン」とは（図 3） 

  

まず前提として，授業づくりを行う時に重視しなくてはいけないのが，主体的・対話的で深い学びを通し

て，単元の目標を確実に達成することです。そのための，「単元のデザイン」は，本校では 3 つのステッ

プにより行われています。 

 最初は，単元の目標を分析し，目指す子供の姿に至るまでの単元の構想をします。学習指導要領の内

容を確認したり，各教科書会社の教科書を比較したりすることなどを通して，どのような学びを展開す

れば，単元の目標が達成できるのかを考えます。その時，単元の終了時における目指す子供の姿から逆

算し，どのような過程を経てその姿になるかを構想することも重要です。このようにして，単元の構想

をすることが，第 1 のステップです。 

 次は，その学習活動の流れを，子供の問題解決のストーリーの視点で，整理します。先述の通り，主

体的・対話的で深い学びを通して，資質・能力を獲得・育成していくには，子供が学びたいと思える

「問題解決のストーリー」が重要になります。子供の実態を捉え，単元における問題（課題）を解決す

ることに，必要感や必然性を感じるような単元になるよう整理することが，第 2 のステップです。 

 最後に，「学びの文脈」を生み出したり，つないだりするための教師の支援や手立てを具体化します。

「学びの文脈」を通して，子供が主体的・対話的で深い学びをしていくには，適切な教師の関わりが重要

です。それは時に直接的な関わり（対話や発問など）であったり，間接的な関わり（場の設定や環境整備

など）であったりします。また，各教科等の特質や単元のもつ特性，児童の実態などにより，その手立て

は多様になり得ると考えています。その手立てについて考え，単元の中で適切な支援ができるよう具体化

していくことが，第 3 のステップです。 

 

 

図 3 単元のデザインとは 



 

 

 

(2) 単元構想の第一歩を，「単元モデル」により可視化する 

  毎年，研究テーマの下で実践を積み重ねるにつれ，子供の「深い学び」を保障する学習活動の流れに

は，教科横断的に共通点が多く存在することが見えてきました。特に先述の「学びの文脈」のある単元

づくりにおいてはそれが顕著であり，どの教科等においても基本的には変わらないとも言えます。 

  例えば，単元の開始期に「気付きや疑問を生む体験・資料に出会う」ことをしたり，「単元の課題（単

元テーマ）を設定して共有」したりすることです。これらを，「主な学習活動」「学びに向かう子供の姿」

「教師の働きかけ」の 3 つを視点として，特に学習活動から整理したものを，「単元（授業づくり）モ

デル」（図 4）としてまとめました。これは，今まで各先生方の頭の中にあった授業づくりのノウハウ

の一部である「素材」を可視化したものと言えます。授業をつくる最初の一歩を踏み出すための，「コ

ンパス」的な役割を果たすことを期待しています。 

他にも「学びの文脈」のある単元づくりのための「チェック項目」として，あるいは他教科等との比

較を通して新たな支援や活動のよさに気付く「きっかけ」としてなど，授業づくりにおいて多様な価値

があると考えられます。 

   

 

  

  

(3) 単元における資質・能力の育成を支える「学びの文脈」 

 

図 4 単元（授業づくり）モデル 

図 5「かけ算の仕方を考えよう」における学びの文脈 



 

 

 これまでの研究で，資質・能力の育成のために「学びの文脈」が重要であることはわかってきまし

た。そして育成を目指す資質・能力については次のような 3 つがあるとされています。 

 

 

 

 

 

     

 

 これまで本校では，「学びの文脈」は①の資質・能力の育成に資するものと考えてきました。 

  今年度は，本校において育成を目指す資質・能力の軸を①としながら，その単元で育成を目指す資

質・能力が②や③の資質・能力の育成にどのようにかかわり，「学びの文脈」上でどのように表される

かを追究しています。 

  具体的には，単元の学習終了時や，その教科等を学び進めた時，あるいは将来的な（各教科等の目標

に沿った）子供の姿として授業者がイメージし，それに向かう姿が見られようにすることに挑戦してい

ます（例：図 5）。そのために，指導案上で「学びの文脈」を図化することで，①の資質・能力の育成

はもちろん，②や③の資質・能力とのつながりを捉えることができることを期待しています。 

   

(4) 「学びの文脈」を生み，つなげる具体的手立て 

 

  

今回の研究では，これまでに行われてきた授業づくりにおける具体的な手立て（図 6）を，各教科等の

資質・能力の育成という視点からもう一度見直し，単元の学びをどのようにつないでいるのかを示すこと

に挑戦しています。これにより，授業にどんな学習活動を盛り込むことで「学びの文脈」を生み，資質・

① 教科等の枠組みを踏まえながら、社会の中で活用できる資質・能力 

   （国語力・数学力など） 

② 教科等を越えた全ての学習の基盤として育まれ活用される資質・能力 

   （言語能力・情報活用能力など） 

③ 現代的な諸課題に対応できるようになるために必要な資質・能力 

   （安全で安心な社会づくりのために必要な力など）  

中央教育審議会答申（中教審 197 号），p27 

図 6 具体的手立ての例 



 

 

能力を育成することができるかを，より明確に見出すことができると考えました。 

 「学びの文脈」を”生み出す”ための手立ての多くは，単元や題材を選びません。また，教科等も限定さ

れない（汎用性が高い）ことも多いです。例えば，「気付きを生む資料と出会う」ことや，気付きから「単

元テーマ」を設定するなどの手立てです。その多くは教科横断的に活用できると言えます。 

 そして「学びの文脈」を”つなぐ”ための手立ては，各教科等の特質に応じて行われる（「見方・考え方」

を鍛える）学びの場面で多く見られます。例えば，「教師との対話により目標に迫る」「既習との関連を明

確にして統合的・発展的に学ぶ」などです。その多くは，より「深い学び」を実現する手立てとして，活

用できると言えます。 

 

(5) 「主体的・対話的で深い学び」を保障する「授業を具現化する」意味 

 

 

 

これまで「主体的・対話的で深い学び」や「単元のデザイン」について示してきた内容は，実際に

これまで優れた実践の中で生まれている「学び」でもあります。そのため，「何(What)が新しい取組

なのか」「どうすれば(How)深い学びになるのか」という，疑問をもたれる方もいるかもしれません。 

 

  しかし，私たちが目指すのは「深い学び」が，ある一部の知識や経験が豊かな教師によって生み出

されるのではなく，より多くの教師が具現化された授業や手立てをヒントに，日々の授業を子供の

「深い学び」を保障する授業を設計できるようになることです。 

  そうすることにより「深い学び」を個人のパフォーマンスとして生み出すのではなく，組織的で計

画的に積み上げていくことができるのではないかと考えています。 

  これは，今後充実が求められる「カリキュラム・マネジメント」の面からも決して欠くことのでき

ない視点です。「創意工夫を生かした特色ある教育活動」というハード面の充実と合わせて，ソフト

面にあたる私たち教師が，一つ一つの授業を「主体的・対話的で深い学び」の視点で授業改善を行

い，子供たちにとって「深い学び」が実現されるような授業を，誰でも行っていくことが重要である

と考えます。 

 

  私たちは今こそ，「A のために B という方法で C をする」という積み上げによる方法論だけでな

く，「なぜ(Why)，主体的・対話的で深い学びなのか」という視点（図 7）を核として，一人一人が思

考し，行動し続けるアクティブ・ラーナー（Active Learner）になる必要があると言えるでしょう。 

図 7 「なぜ『主体的・対話的で深い学び』なのか」という視点を核として 



 

 

4. 学習指導案の形式について 

 ○ 新学習指導要領に対応した学習指導案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深い学びに関連する「見方・

考え方」を明記しています。 

「資質・能力」の三つの柱に

合わせ，「目標」「本単元の目

標」が分類されて表されてい

ます。 

上の目標に合わせ，それぞれ

を評価の視点 1～3としてい

ます。 

単元についての説明を，内容

と合わせ，どのような「学び

の文脈」で構成されているか

が書かれています。 



 

 

 

 

  単元における「学びの文脈」を，学習過程，

学習内容，子供の思いや願い，目指す子供の

姿の観点で図にまとめています。 

資質・能力の育成を支える「学びの文脈」を

生む，具体的手立てについて表しています。 

子供のどのような姿が見られれば，「深

い学び」が実現していると言えるか

を，「学びの文脈」と照らし合わせて記

載しています。(子供の姿による「深い

学び」の評価) 

単元の流れがわかるよう示しています。ま

た，「学びの文脈」をつなぐ手立てが，単

元でどのように位置づいているのかを示し

ています。 

具体的な子供の姿を想定し，「学びの文脈」

（本時，単元）がある授業を構想します。 



 

 

 

  

単元で育成を目指す資質・能力を踏ま

えて，本時の目標を設定しています。 

「学びの文脈」をつなぐ手立てにつ

いては，下線を引いています。 

本時の目標の達成状況を評価するた

め，本時の目標や単元テーマなどを基

に，振り返りをします。 



 

 

5. 今年度の研究の成果と今後のテーマについて 

 

(1) 研究の成果 

今年度も教育研究大会や各学校との研究交流，授業力向上セミナーなどを通して，その成果につい

て発信することができました。また，それらの取り組みを通して今後の課題となるものも見えてきま

した。 

 

① 「単元のデザイン」について 

 今年度は単元のデザインを，3 つのステップで取り組むものとしました。

今年度の各教科等のまとめによると，多くの成果が報告されています。単元

を見通して授業づくりを進めることは，「主体的・対話的で深い学び」のため

には欠かせない視点であることが改めて確認されたといえます。 

特に，主体的な学びには「単元テーマ」などの，単元を通してみられる長

期的な目標を共有していくことが有効であることや，対話的な学びには，必

要感を高める教師のかかわりや，時間と空間，親和的な集団作りが重要であ

るなどです。（詳しくは④「具体的な手立て」についてで） 

 一方でステップの 2 つ目「学習活動の流れを，子供の問題解決のストーリーの視点で，整理する」

が難しかったという課題が見られました。このことを達成するためには，教材の系統性を理解する（＝

「教材観」を磨く）ことと，子供が学ぶ内容にどんな思いを抱いているかを知る（＝「児童観」を養

う）ことが必要となるだろうという視点を得ることができました。 

 

② 「単元モデル」について 

 当初「単元モデル」は授業づくりにおける「コンパス」的なものであり，今

まで各先生方の頭の中にあった授業づくりのノウハウの一部である「素材」を

可視化したものという捉えでいました。実際に各教科等の授業づくりにおい

て，「単元モデル」により単元を見直してより「学びの文脈」のある授業にな

ったという報告もあり，やはり有効に機能したと言えます。 

 また，教師の授業づくりのために作成した「単元モデル」を参考にしながら単元づくりを進めるう

ちに，単元の「学び方」について子供たちが慣れ，「学び方」を習得する姿が見られるようになりまし

た。例えば，低学年で生活科での学び方を習得してきた子供たちが，中学年になって社会科の学びで

同じような思いや願いをもちながら，単元テーマを設定していくことなどが当たります。 

 今後の「単元モデル」は，子供たちにとって問題解決していくための「手がかり」として利用でき

るものになっていけるかも知れません。 

 



 

 

③ 「学びの文脈」について 

  この研究を進めるうちに，私たちは「なぜその教科等を学ぶのか」という問

いに立ち返って考えました。そして，その教科等での学びを通して，どんな子

供を育てようとしているのかというイメージをもつことが，授業づくりにも

大切になってくることに気づくことができました。そしてそのことは，単元を

構成し子供の姿を想像するのに役立っています。 

 

反省点としては，育成を目指す各教科等の資質・能力について， まずは十分に理解し周知する必要

があったことが挙げられます。「学びの文脈」という言葉が，「学びを学習場面に限定してしまってい

る」「教師の都合で進む学習で，子供の実態がないがしろにされている」などの印象で捉えられること

がありました。 

  各教科等の目標を達成するということは，学習する内容は学習場面で完結するのではなく，その後の

生活や学習に生かすことができるようになるということです。それは，単元の学習終了時や，その教科

等を学び進めた時，あるいは将来的な（各教科等の目標に沿った）子供の姿として授業者がイメージし，

それに向かう姿が見られようにするというコンセプトであったものです。そのため，指導案の中の「学

びの文脈」の図だけでなく，もっと大きくアピールするべきであったと感じています。 

 

④ 「具体的手立て」について 

多くの教科等で見られたのが，「学びの文脈」を生み出すために「単元テーマ

を設定する」ことでした。授業改善は「単元や題材など内容や時間のまとまりを

見通して行うことが求められる」ものであり，その典型的な手立てだと言えるで

しょう。 

 

また，各教科等の特質に応じて行われる（「見方・考え方」を鍛える）学びの場面での手立ては，や

はり多様なものでありました。教科等の特質の他にも，単元や題材，扱う内容によって手立ては具体化

されており，こちらは一般化するというよりは，特化していくものが多くありました。（さらに詳しく

は「各教科等のまとめ」をご覧下さい） 

 

授業力向上セミナーで視点となった，「ユニバーサルデザイン」や「情報活用能力」の視点で具体的

な手立てを用意することは，今後必要性を増していくことが予想されます。これらのような視点をもち

ながら，私たちのこれまでの手立ての更新を進めることが今後求められると考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

「主体的・対話的で深い学び」を具現化していくには，単元を見通して

授業づくり（評価・支援・学習活動の工夫等）を行うことが重要である。 

そのためには「どんな子供を育てたいか」をイメージする必要がある。 

今後は，そのイメージを基に各教科等で授業を繰り返し行うことによ

り，習得したことを生かす場面を自らプロデュースできるような，子供の

姿が期待できそうである。 



 

 

(2)  今後のテーマについて 

前述の期待する子供の姿を，今年度の各教科等のまとめを基に考えていきます（図 8）。 

 

 

まず必要になるのが，図の中にある附属函館小の質的スタンダードを充実させることです。今年度の

まとめでは， 

 

 

 

 

 

 

 

 

となっています。この内容については今年度の研究を継続して取り組むということになりそうです。 

  また，自らの学び方を，子供が理解していることも大切であることがわかっています。今後は，充実

した学びの過程を自覚できるような手立てが必要になります。 

 

  次に，キーワードを追っていきます。まず「見通し」については， 

 

 

 

 

 

 とあるように，子供の問題解決の見通しついて，教師がどのようにかかわるかを吟味することが大切

です。今後は，子供がさらに主体的に問題解決に取り組むために，必要な手立てを明確にする必要があ

ります。例えば，図にあるように，学び方にメタな視座を取り入れるためには，視覚化（ICT の活用）

などが考えられます。 

単元を一つの独立したものと捉えるのではなく，より俯瞰的に見る視点をもつ必要があると感

じました。そのためには，児童に付ける資質・能力をより長いスパンで考える必要もあると考え

ます。（総合的な学習の時間） 

教師が子供たちに育みたい力をイメージしていくことが大事です。そのためには単元のプロセ

スやゴールイメージをもっておくことが必要です。（社会科） 

子供が英語を使って，何を，どの程度，どのような様子でできるようになればよいかを，子供

の姿を通して明らかにしつつ，指導や支援に生かす実践を･･･（外国語科） 

考えたいと思うためには，学習する道徳的価値について，「自分ごと」と捉えられるような様々

な工夫や教材に出会わせ方を思索して･･･（特別の教科道徳） 

子供が，学習する見通しを明確にして，単元を通して学習していく言語活動に向かうための「一

単位時間の言語活動」「段階的な言語活動」を工夫しました。（国語科②） 

 

図 8 目指す子供の姿を踏まえた次年度の研究の概要 



 

 

 また「自ら考え・判断」するためには， 

 

 

 

 

 

  とあります。図にもあるように，「学びの必要感」を高める支援が必要となるでしょう。 

  そして，結果のパフォーマンスについては， 

 

 

 

 

 

 

  とあり，これもまた教師がその場を意図的に設定し，時間・空間を用意することでなされてきている

ものです。このことは子供の学習評価やその後の指導のために必要なことでもあります。今後は，これ

らの学びのよさを子供がさらに強く実感し，子供自身が必要感をもって表現できるようにする新たな

手立てが必要になると考えられます。 

 

子供自身が学びをつくっていくためには，学びに対する必要感が高まっている必要があります。その

ために有効な支援として，今年度は「教師の価値づけ」が挙がっていました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

子供が単元の学びで，どんな学び方で何を学んでいるのかを認知できるようにするには，教師の価値

づけが大切です。単位時間内で行われるもの以外にも，単元テーマなどの長期的な目標と照らし合わせ

た「振り返り」もまた，重要な意味をもちそうです。 

 

 

 

  今後も本校の研究が，皆様の実践の手がかりとなり，子供たちの資質・能力の育成の一助となるよ

う，研究を推進してまいります。 

理解したことを言葉で表現し，表現することで理解を深めることと往還し,さらに様々な人との

関わりの中で力を高めていくことで･･･（国語科①） 

教師が一歩ひいた発言をすることにより，子供は説明する必要感をもち，説明するためにこれ

までの学びを整理して，何とか表現しようとします。（算数科①） 

 

問題解決の手法を用いていくと，子供は解決のために仲間の考えを求めます。その中で必然的に対話が生

まれ，検討した実験を行い，その実験結果から，新たな知識等が子供に身に付きます。（理科） 

思考も理解も全て言葉です。子供達がだしの役割を理解するためには，あえて旨味を言葉で表

現したり，美味しいご飯とみそ汁を作るために飲み比べや食べ比べをして食べ心地を表現したり

することが必要であると考えています。（家庭科） 

式と問題場面の照応関係を子供とのやり取りの中で確認したり，計算の簡便さを考えさせたり

しました。子供は，式の意味を理解し，たし算への理解を深めていきました。（算数科②） 

運動欲求を高めるために，子供たちの実態や技能の状況を観察，把握し，より高次な段階へ導

いていくのが我々教師の役割であると考えます。（体育科） 

単元全体を通して，単元の目標や学習のめあてと照らし合わせながら効果的な見取りの方法を

明らかにしていきたいです。（外国語活動） 

その子が今どんな課題に直面しているのか，どんなことに意義を見い出しているのかを即時的に見取り，

その場で問い返したり価値付けたりしていくことで，子供が違う気付きを得たり･･･（生活科） 

次年度の研究の方向性 

子供が自らの学びをつくっていくために，どんな支援があるのかを探る 
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